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石巻市について
• 基本情報

人口 135,216人（令和5年9月末日現在）
面積 554.55㎢（令和5年4月1日時点）

牡鹿地区
（鮎川）

河北地区

河南地区

石巻市役所

石巻市は、北上川の河口に位置し、宮城県北東部地域を代
表する人口県下第２位の都市です。
伊達藩の統治下では、水運交通の拠点に位置する「欧州最
大のコメの集積港」として全国的に知られ、明治時代からは、世
界３大漁場である三陸金華山沖を背景に漁業のまちとして栄
えました。
現在においても、その豊富な資源から年間200種類以上の魚
種が水揚げされ、令和３年に875.47ｍの「最も長い魚市場」と
してギネス世界記録®に認定された魚市場、そして、その背後の
一大加工団地により全国有数の水産都市となっております。

桃生地区

雄勝地区

北上地区



石巻市（牡鹿町鮎川）と鯨
石巻市は、わが国最大規模の沿岸捕鯨基地である牡鹿半島の鮎川を有してお
ります。
明治時代末期の鮎川は、50数戸の小さな村でしたが、ニッスイの前身である東
洋漁業が1906（明治39）年に事業所を構えたことを皮切りに、マルハ大洋と極
洋の前身となる会社も当地に進出し、捕鯨産業の街として隆盛を極めました。
昭和21年頃には、戦後の食糧難もあり全国トップの捕獲成績をあげ、日本最大
の捕鯨基地としての地位が確かなものになり、昭和30年頃には人口が13,000人
を超え、地域のお祭りとして「鯨まつり」が盛大に開催されるようになりました。
現在、鮎川捕鯨・外房捕鯨が捕鯨会社として在地する中、平成23年の東日本
大震災により大きな被害を受けましたが、令和元年の商業捕鯨再開により、地域
経済の再興が期待されています。

【昭和29年頃の鯨まつり】 【東日本大震災直後の鮎川の町並み】 【現在の鮎川】



全国鯨フォーラム2021石巻
全国鯨フォーラムは、捕鯨に縁のある自治体で構成する「捕鯨を守る全国自治
体連絡協議会」の加盟自治体において、鯨類資源の持続的な利用や鯨食文化
の継承についての取り組みを全国に発信することを目的に開催しており、令和３年
11月17日には本市で開催しました。

【捕鯨を守る全国自治体連絡
協議会】

科学的根拠に基づいた「鯨資
源の保存と有効活用」を尊重し、
民族の「鯨文化」の保護を図る
ことを目的として、国内外への働
きかけや加入市町村等（３４
自治体）との情報の交換が行
われております。
石巻市長は、本協議会の副
会長となっております。

【エクスカーション】 【くじら大絵】

【くじら絵画コンクール】 【PRブース】



石巻くじら振興協議会
石巻くじら振興協議会は、全国鯨フォーラム2021を契機として、石巻市内の水
産団体及び商工団体、行政機関を構成員とし、捕鯨産業及び鯨食文化を推進
する活動を行い、捕鯨産業の維持と鯨食文化を後世に継承することを目的として
設立されました。

令和４年度の主な取組は、
以下のとおり。
①くじら探訪ツアー
②企画展示「石巻と捕鯨」
③石巻くじらフェア
④石巻水産フェスに出店
⑤保育所・学校給食における
鯨料理の提供



①くじら探訪ツアー（令和４年度）

【ホエールランド館内解説】

【小型捕鯨船乗船体験】

【ワークショップ】

【解体場見学】

捕鯨産業への理解を醸成するため、見学ツアーを開催しました。クジラの生態や
特徴、牡鹿半島における鯨文化を紹介する施設である「おしかホエールランド」や捕
鯨基地の解体場を訪れるとともに、様々な体験を提供しました。

⇒市内外の親子連れ52名が参加し、貴重な経験となりました。

ホエールランドとは？

クジラの生態や特徴、本市の鯨文化を
紹介する施設。館内には日本有数のマッ
コウクジラや貴重なコククジラの骨格標本
が展示され、大画面の迫力あるシアターで
は一緒にクジラと泳いでいるような感覚を
味わいながら、クジラについて学ぶことがで
きます。



②企画展示「石巻と捕鯨」（令和４年度）
鯨に関する興味関心を高めるため、石巻の捕鯨と今昔、震災復興の企画展示を
開催しました。市内の公共施設のスペースを活用し、３か所で実施しました。

⇒沿岸部以外の市民の巻き込みを図りました。

【石巻市役所１階 北口】 【こもれびの降る丘 遊楽館】
（河南地区）

【河北総合センター ビッグバン】
（河北地区）



③石巻くじらフェア（令和４年度）
鯨食文化を普及するため、石巻くじらフェアを開催しました。フェア参加店（20店
舗）で提供される石巻ならではの鯨料理を500円引きで提供しました。

⇒市内外の来訪客１，６１７名（延べ）が使用し、
観光振興にも貢献しました。



④石巻水産フェスに出店（令和４年度）
捕鯨産業への理解醸成と鯨食文化の普及を図るため、イオンモール石巻主催の
「石巻水産フェス」（令和４年11月23日）に出店しました。各種鯨グッズを展開
するとともに、ミンク鯨冷凍赤肉を数量限定販売しました。

⇒１９９ｋｇ（３，０００円／ｋｇ）を５７４名に販売し、
浜値に近い価格で展開することで、鯨食人口の裾野の拡大を図りました。



⑤保育所及び学校給食における
鯨料理の提供（令和４年度）

令和４年度は、鯨食文化の普及を図るため、保育所及び学校給食に石巻の捕
鯨会社が漁獲した鯨を使った料理を提供しました。給食の献立に鯨料理を入れる
ため、鯨肉代金を立て替え、給食センターへ鯨肉（ツチ鯨）を提供しました。

⇒令和４年度において、１，２１５ｋｇの鯨肉を給食に提供し、
鯨食普及を図りました。

項目（給食センター名称） 数量（kg）
学校

（石巻東、住吉、河南、河北） 540

合計 540

項目（給食センター名称） 数量（kg）
学校

（石巻東、住吉、河南、河北） 600

保育所（石巻東） 75
合計 675

11月鯨肉使用量 1月鯨肉使用量

（鯨肉使用実績：㎏） 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

学校給食
ミンク鯨 1,200※1 60※1
ニタリ鯨 1,240※2 30※2
ツチ鯨 1,005※3 1,215※3

参考：鯨肉使用量の推移

※1 日本鯨類研究所の鯨類捕獲調査事業に係る学校給食枠を活用。
※2 日本捕鯨協会の公益需要助成事業に係る学校給食枠を活用。
※3 地元捕鯨会社より購入。



おわりに
石巻市は、石巻くじら振興協議会を中心として、捕鯨産
業及び鯨食文化を推進する活動を行い、捕鯨産業の維
持と鯨食文化を後世に継承することを目的として活動して
います。
これまでの取組として、先に挙げたように、捕鯨産業の推
進について、鯨に関する興味関心を高めるための企画展示
や捕鯨文化を理解してもらうためのくじら探訪ツアーを実施
するとともに、鯨食文化の推進について、鯨食の機会を増
やすためのくじらフェアや水産フェスに伴う鯨肉の販売を実施
しました。
石巻市は今後も石巻くじら振興協議会を中心として、引
き続き同様の取組を行うとともに、新たな捕鯨産業及び鯨
食文化を推進する活動を模索して参ります。
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